第２回下川町農業振興審議会　審議概要
１　開会
２　会長あいさつ
３　議案
（１）下川町産業振興基本条例(案)について
事務局　：資料に基づき説明。
少子高齢化の進行や人口減少時代の到来による人材不足、資材価格やエネルギーコストの高騰による経営の圧迫など、全産業共通の課題を解決するため、新たに「下川町産業振興条例」の制定を予定している。①全産業横断的な審議の場の創設、②柔軟な補助メニューの見直し、③人材確保に関する支援の拡充、④就労環境の改善、⑤エネルギーコストの削減などを進める。この度、下川町産業振興条例[素案]を作成したため、意見の公募を行う。
（２）意見交換

委　員　：商工の区分から見て、似たような部門があるのにもかか
わらず、条例としてメニューが多く、手厚く感じる。新規 で始め、地元に根付いている商工業者が少ないから手厚いのか。
事務局　：毎年の予算規模でみると一番事業費が少ないのは商工業。
事業承継では林産業の方も対象になっているため、一概に は商工業関係者だけの施策ではない。農業分野では新規就農の条例があり、商工業が優遇されているということではない。
委　員　：基本的に条例のメニューはどの分野も現行とは大きく変わ
らないのか。
事務局　：変わらない。一部拡充したところはある。
委　員　：農業経営安定化で既存の農家に対してデジタル技術の導　　　　　　入と記載されているが、すでに導入している農家も多い。
それならば農業者が手を出しにくいハウス増棟に力を入　　　　　　れてほしい。また、ふるさと納税では商品だけではなく、　　　　　農業に関する体験を入れてみてもいいと思う。
事務局  ：ハウスのビニールの張替えや支柱の関係は予算要求を行う
予定。増棟に関しては、国の補助金を取らないと難しい。 ふるさと納税については体験メニューを観光協会とまとめている。
委　員  ：農業に関わりがあるもので、下川にこだわる要素があれ
ば、多くの人が訪れると思う。 
委　員　：新規就農者には年齢制限があるが、起業するために年齢制
限はあるか。
事務局　：年齢制限は設けていない。　
委　員　：意外と町民の方と農家は交流が少ないので、違う仕事の方々
を交えて話す場があってもいいと思う。そこから新しいア
イディアが生まれることもある。
委　員　：人材募集の括りでは自分のところでパートを雇っていると補助が出るのか。
事務局　：セミナー等に行ったときにかかる経費やアグリナビ、転職サイトなど募集に係る経費に補助が出る。
委　員　：トマト栽培のデジタル化で収量は安定しているが、規模を
拡大しても人を確保することができていない。そのため、様々なアイディアを考えて、魅力的な仕事のありようを発信してほしい。
委　員　：産業全体の審議会のメンバーはいつ決まるのか。
事務局　：３月中。第１回審議会のときに会長、副会長を1人ずつ決め
る。
委　員　：直近でトマトキバガが出ており、周知等の対策が必要ではないか。
委　員  ：トマト部会で勉強会を行う予定。現状、分からないことが多く、作物がやられている。
委　員　：マイマイガが商店街に被害を及ぼす場合、補助の対象に
なるのか。
事務局　：対象ではない。申請もあがっていない。
４　その他

事務局　：毎年一回、食育推進計画の見直しの審議会をかけていた
が廃止する。今後、食育の関係は専門部会の方で何かあれ ば報告する。計画自体は今後も同様に作り、ホームページに掲載する。
５　閉会

事務局　：第２回農業振興審議会を閉会する。
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